
2月5日（金）          2月14日（日）
国立劇場第235回文楽公演

10日（水）は休演

2月20日（土）          3月6日（土）
25日（木）は休演

令和9年

令和9年

きゅりあん大ホール（品川区立総合区民会館）

KAAT神奈川芸術劇場〈ホール〉

National Theatre, Tokyo Presents

Booking opens on January 14, 2027

Bunraku Performance 
February 5 - February 14, 2027, in Tokyo
February 20 - March 6, 2027, in Yokohama
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文
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2月5日（金）          2月14日（日）
国立劇場第235回文楽公演

10日（水）は休演

2月20日（土）          3月6日（土）
25日（木）は休演

令和9年

令和9年

きゅりあん大ホール（品川区立総合区民会館）

KAAT神奈川芸術劇場〈ホール〉

共催＝
事業団設立40周年記念
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主催：独立行政法人日本芸術文化振興会

～おかげさまで６０年～

雪
降
る
湖
に
消
え
る
狐
の
恋

『
雪
狐
々
姿
湖
』待
望
の
上
演
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ず
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猟
師
の
源
左
に
恋
を
し
た
白
狐
の
白
百
合
は
、
宝
珠
の
力
で
人
間
に
姿

を
変
え
、
源
左
と
結
ば
れ
ま
す
。
源
左
が
狐
を
撃
た
な
い
よ
う
日
々
願
う

白
百
合
で
す
が
、
貧
し
い
一
家
を
支
え
る
源
左
は
つ
い
に
狐
を
撃
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
白
百
合
の
あ
ま
り
に
悲
し
い
末
路
が
胸
を
打
つ
物
語
で
す
。

昭
和
三
十
一
年
に
有
吉
佐
和
子
が
手
掛
け
、
文
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ

た
作
品
を
、
東
京
・
国
立
劇
場
公
演
で
は
初
め
て
上
演
い
た
し
ま
す
。

　
野
崎
村
に
暮
ら
す
お
み
つ
は
、
許
婚
の
久
松
と
の
結
婚
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
久
松
は
奉
公
先
で
あ
る
油
屋
の
娘
お
染
に
子
供
を

宿
す
仲
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
み
つ
の
父
親
久
作
は
、
心
中
を
決
意
し

た
久
松
と
お
染
に
人
の
道
を
諭
し
ま
す
が
、
二
人
の
気
持
ち
を
動
か
し
た

の
は
、
お
み
つ
の
あ
ま
り
に
献
身
的
な
決
断
で
し
た
。
お
よ
そ
二
五
〇
年

に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
る
古
典
の
傑
作
で
す
。

２
・
３
月
文
楽
公
演
は
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
を
初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
か
ら
、
普
段
よ
り
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
る
方
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
多
彩
な
魅
力

を
持
つ
文
楽
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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2月5日（金）          2月14日（日）
休演日：10日（水）

字幕アプリEG-G（エッグ）をご利用いただけます（日本語・英語）。
事前にダウンロードをお願いいたします
（スマートフォン等をお持ちください）。
舞台上部の字幕投影はございません。

２
・
３
月

文
楽
公
演

令
和
９
年

『新版歌祭文』野崎村の段

『鎌倉三代記』高綱物語の段

『傾城反魂香』土佐将監閑居の段

■プレイガイド　チケットぴあ  https://t.pia.jp/　 
  e＋（イープラス） 　https://eplus.jp/
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喋
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せ
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。
世
に
も
認
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ず
、
弟
弟
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に
土
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と
い
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は
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語
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、
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贈
り
名
を
願
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く
、
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鉢

に
自
画
像
を
描
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が
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こ
り
、
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字
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与
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る
の
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す
。
苦
し
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も
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き
る
人
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の
中
に
、
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望
を
感
じ
さ
せ
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く
れ
る
作
品
で
す
。

日
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史
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―
―
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―
―
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に
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徳
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条
時
政
、
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之
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る
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を
打
ち
明
け
る
と
、

三
浦
之
助
は
時
姫
に
父
を
討
つ
よ
う
に
迫
り
ま
す
。
時
姫
は
覚
悟
を
決
め

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
智
将
佐
々
木
高
綱
の
作
戦
で
し
た
。

竹
本 

三
輪
太
夫

竹
澤 

團
　
七

局
使
者
の
段

土
佐
将
監
閑
居
の
段

竹
本 

千
歳
太
夫

豊
澤 

富
　
助

三
浦
之
助
母
別
れ
の
段

三
浦
之
助
母

女
房
お
ら
ち

女
房
お
く
る

讃
岐
の
局

阿
波
の
局

北
条
時
姫

三
浦
之
助

富
田
六
郎

近
所
の
嬶

軍

兵

中

間

安
達
藤
三
郎

実
は
佐
々
木
高
綱

豊
竹 
　
穂
太
夫

野
澤 
錦
　
糸

米
洗
い
の
段

豊
竹 

藤
太
夫

鶴
澤 

燕
　
三

高
綱
物
語
の
段

吉
田 

簑
二
郎

吉
田 

簑
一
郎

桐
竹 

紋
　
吉

桐
竹 

勘
次
郎

吉
田 

玉
　
彦

吉
田 

和
　
生

桐
竹 

勘
十
郎

吉
田 

玉
　
男

吉
田 

玉
　
輝

大
　
ぜ
　
い

大
　
ぜ
　
い

大
　
ぜ
　
い

鎌
倉
三
代
記

か
ま　
　

 

く
ら　
　

さ
ん　
　

 

だ
い　
　

 

き

　
天
の
龍
、
地
の
虎
は
、
と
も
に
そ
の
力
を
誇
る
武
勇
の
象
徴
で
す
。
静

寂
の
中
、己
の
力
を
頼
む
両
者
は
戦
い
の
機
を
探
り
ま
す
。風
雲
急
を
告
げ
、

と
う
と
う
相
ま
み
え
る
時
が
来
ま
し
た
。
龍
と
虎
は
天
空
と
大
地
を
揺
る

が
す
ほ
ど
に
戦
い
ま
す
が
、
決
着
は
つ
き
ま
せ
ん
。
や
が
て
、
互
い
の
住

処
に
戻
る
と
、
も
と
の
静
寂
に
包
ま
れ
る
の
で
す…

…
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きゅりあん大ホール（品川区立総合区民会館）

2月20日（土）          3月6日（土）
休演日：25日（木）

入場料金［税込・全席指定］

予約開始＝令和9年1月14日（木）午前10時
※障害者の方と介護者1名は2割引です（他の割引との併用不可）。
　また、車椅子用スペースは、国立劇場チケットセンターに電話予約の上
　ご購入ください。
※インターネットでも学生料金、障害者割引による申し込みが可能です。
※残席がある場合、公演会場にて当日券のみ窓口販売いたします
　（当日券窓口＝午前10時30分～午後6時45分）。
※出演者などの変更の場合はご了承ください。

［第一部］  9,000円（学生＝6,300円）
［第二部］  9,000円（学生＝6,300円）
［第三部］  6,000円（学生＝4,200円）

幕見席（第一部・第二部のみ。各種割引なし）
第一部［A］『雪狐々姿湖』  4,500円
　　　［B］『新版歌祭文』  4,500円
第二部［C］『鎌倉三代記』  7,500円
　　　［D］『龍虎』  　　　1,500円

KAAT神奈川芸術劇場〈ホール〉

0570-07-9900
03-3230-3000（一部IP電話等）

【電話】
国立劇場チケットセンター［午前10時～午後6時］

【インターネット】

国立劇場チケットセンター

〒140-0011 東京都品川区東大井5-18-1
JR京浜東北線・東急大井町線・りんかい線 
大井町駅から徒歩2分

きゅりあん 大ホール
グループ観劇受付中！
10名様よりご予約を承ります。

03（3265）6751
普及営業係

（平日午前9時30分～午後6時15分）

主催＝独立行政法人日本芸術文化振興会
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午
前
11
時
30
分
開
演

（
午
後
2
時
35
分
終
演
予
定
）

第一部

午
後
3
時
15
分
開
演

（
午
後
6
時
5
分
終
演
予
定
）

第二部大
野
恵
造
＝
作
詞　

野
澤
松
之
輔
＝
作
曲

藤
間
蘭
黄
＝
振
付　

吉
田
玉
助
＝
人
形
監
修

午
後
6
時
45
分
開
演

（
午
後
7
時
55
分
終
演
予
定
）

第三部

※指定エリア。完全入替のため休憩時間はお席に留まれません。
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